
 

～ 有意義な夏休みにするために ～ 

                                   校長 小澤 託 

 １学期もあと数日を残すのみとなりました。 

期末考査を終え、７月８日（月）から三者面談を行っております。保護者の皆様には、暑い中、学校まで足をお

運びいただき心より感謝申し上げます。今回の面談では、１学期の学習状況や生活の様子などを担任から伝え

させていただいております。ぜひ、保護者の皆様からも担任に聞いてみたいことや疑問に思っていることなどを

質問していただければ幸いです。 

 

さて、いよいよ夏休みです。生徒にとっては待ちに待った、いうところでしょうか。 

保護者の皆様にとっては、「・・・」という気持ちもあるかもしれませんが、ご家庭で過ご

すことのできる貴重な休みとなりますので、普段の学校生活では味わえない有意義な時

間にしてほしいと願っています。定番と言われるかもしれませんが、有意義な時間にする

ために気をつけたいことを書かせていただきます。 

 

１つ：規則正しい生活をすること   

     休みだからといって、だらだらとした生活をしていては MOTTAINAI*です。一定の時間に寝るよう

にして、日中は日に当たり⁑ながら運動をしたり、学習に取り組んだりしましょう。遅くまで起きて、スマ

ホやテレビゲームはしないこと。 

      *ノーベル平和賞を受賞したケニアのワンガリ・マータイさんがＳＤＧｓの観点から、日本語の「ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ」という

この言葉を広めることを提唱しました。環境分野でのもったいないではありませんが、大事にしたいです。 

      ⁑暑い日が続くと思います。炎天下を避けて、適度に、という意味です。 

１つ：長期の休みだからこそできるものに挑戦すること 

     普段学校がある日にはなかなかできないことに挑戦しよう。例えば、休み中に本を５冊以上読む。気

になることをトコトン調べて、まとめてみる。プログラミングに挑戦してみる。電車で秘境を旅してみる。

山手線に沿って道を歩き一周してみる。人によって違いがあっていいのです。もちろん、保護者の同意

を得てからですよ。 

１つ：家族のために家での仕事（手伝い）を毎日すること 

     普段はできない手伝いや家庭での仕事を毎日しよう。犬の散歩でもいい、食器洗いやふろ掃除でも

いい、洗濯物を干す、畳むでもいい、とにかく皆さんが普段やってもらっていることを夏休み中はやっ

てみよう。家族のために１つのことをやりとげる夏休みにしよう。 

１つ：宿題は計画的に進めること 

     各学年で耳にタコができるくらい言われているはずです。クドクドは言いませんが、宿題は計画的に

進めておこう。３年生は、この夏が勝負です！！頑張って！！ 
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育実習が始まりました      

夏季総体の各部の活躍（団体戦） 

サッカー部     第４位  ブロック大会進出 

ソフトテニス部   団体（男子） 予選リーグ 

            （女子） ベスト 16進出 

バスケットボール部（男子） １回戦 

バレーボール部（女子）   予選リーグ 

剣道部 （男子） ベスト８進出  ブロック大会出場     

（女子） ベスト８進出  ブロック大会出場 

 

＊夏休み中には、吹奏楽部が吹奏楽コンクールに出場します。コンクールにむけて練習に励んでおります。 

 

＜連絡＞ 

・別紙にて夏季休業中の閉庁に関するお知らせを配布しております。ご確認願います。 

・後日、夏季休業中の部活動に関するお知らせ（熱中症予防に関して）を配布する予定です。 

【林間学校説明会、修学旅行・進路説明会にて】 

 

６月下旬の２１日（金）に、２年生の保護者を対象に林間学校の説明会、２８日（金）には、３年生の保護者・生徒を対

象に修学旅行説明会・進路説明会を実施いたしました。両日ともに大雨の中、ご来校いただき感謝いたします。多くの

保護者の方にご参加いただき、学校の行事に対する関心と期待の高さを感じました。その期待に応えられるよう教職

員一丸となって努力していきたいと思います。せっかくの機会ですから、その際に話した内容を一部紹介いたします。 

 

＜宿泊に関すること＞ 

・宿泊を伴う行事に関しては、集団での行動が主となるため、守るべきマナーやルールがあり、 

それを守ることを前提に教員が生徒を引率することになります。生徒がそのマナーやルールを 

守ることができなければ引率することは厳しいです。 

・修学旅行も林間学校も単なる旅行ではありません。事前に学習をして、その学習した内容を見たり、聞いた

り、体験したりするものです。行きたい場所だけに行きたい、好きなことしかしない、は私的な旅行で行ってほし

いと思います。 

＜進路に関すること＞ 

・日々の授業をないがしろにせず、１時間１時間集中して授業を受けることが大切です。授業中寝ていたり、タ

ブレットで授業と関係のないことをやっていたり、他教科の宿題をやっていては、伸びる力も伸ばせません。 

・高校受験のための準備を疎かにしないこと。どんな学校なのか、どんな資格が取れるのか、高校卒業後の

進路はどうなっているのか、事前に調べ、夏休み中に確認しましょう。そして、高校側がほしい！と思うような

人間になるための生活や学習の積み重ねをしてほしいと思います。  

どの部も勝利を目指し、最後まで諦めない気

持ちを前面に出したプレーが光っていました。

サッカー部の順位決定戦の AT の同点ゴールは

鳥肌が立つくらい感動しました。 


